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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
四
百
四
十
三
号

鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
八
条
ノ
八
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
を
設
定
し
た
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

旭
ヶ
丘
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
域

南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
地
内
の
諏
訪
堀
一
の
橋
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
国
道
百
三
十
八
号

線
を
南
東
に
進
み
国
道
四
百
十
三
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
に
沿
っ
て
東
方
に

進
み
大
堀
川
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
小
径
を
南
東
に
進
み
三
国
峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
神

奈
川
県
と
山
梨
県
と
の
境
界
線
に
沿
っ
て
南
進
し
三
国
山
山
頂
に
至
り
、
同
所
か
ら
静
岡
県
と
山

梨
県
と
の
境
界
線
に
沿
っ
て
西
南
、
南
東
、
北
西
、
西
に
進
み
東
富
士
五
湖
有
料
道
路
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
道
路
に
沿
っ
て
北
進
し
村
道
山
中
四
十
七
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
村
道
を
東
北
に
進
み
諏
訪
堀
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
堀
に
沿
っ
て
東
進
し
起
点
に
至
る
一

団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
四
日
ま
で

４
　
面
積

千
六
百
七
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

二
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

上
萩
原
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
域

県
有
林
第
七
十
三
林
班
は３

、
は４

、
は５

、
は６

、
は７

小
班

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

一
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

三
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

黒
岳
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
域

県
有
林
第
百
二
十
林
班
ち２

、
ち３

小
班

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

十
一
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

四
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

御
正
体
山
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
域

県
有
林
第
二
十
五
林
班
は１

小
班
、
第
三
十
一
林
班
へ
小
班
、
第
三
十
二
林
班
に
、
ほ
、
へ
、
と
　

小
班
、
第
三
十
三
林
班
へ６

、
へ７

小
班
、
第
三
十
四
林
班
い３

、
い４

小
班

３
　
存
続
期
間

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
三
十
二
号
　
　
平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

五
七
九

山
梨
県
公
報
平
成
十
四
年

十
月
三
十
一
日

第
千
三
百
三
十
二
号

木　曜　日



平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

九
十
六
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
告
示
第
四
百
四
十
四
号

鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
休
猟
区
を
設
定
し
た
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
１
　
休
猟
区
の
名
称

敷
島
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

中
巨
摩
郡
敷
島
町
地
内
の
観
音
峠
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
町
と
北
巨
摩
郡
須
玉
町
と
の
境

界
線
を
東
南
に
進
み
曲
岳
三
角
点
（
標
高
千
六
百
四
十
三
・
四
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
甲
府
市
、
中

巨
摩
郡
敷
島
町
及
び
北
巨
摩
郡
須
玉
町
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
中
巨
摩
郡
敷
島
町

と
甲
府
市
の
境
界
線
を
南
進
し
太
刀
岡
山
三
角
点
（
標
高
千
二
百
九
十
五
・
三
メ
ー
ト
ル
）
を
経

て
同
境
界
線
と
県
道
韮
崎
昇
仙
峡
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
県
道

敷
島
竜
王
線
と
の
接
点
（
宮
沢
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
韮
崎
昇
仙
峡
線
を
北
西
に
進
み
敷

島
町
道
小
川
線
と
の
接
点
（
神
戸
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
韮
崎
昇
仙
峡
線
を
西
進
し
ホ
ッ

チ
峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
中
巨
摩
郡
敷
島
町
と
韮
崎
市
と
の
境
界
線
を
西
進
し
饅
頭
峠
に
至
り
、

同
所
か
ら
中
巨
摩
郡
敷
島
町
と
北
巨
摩
郡
明
野
村
の
境
界
線
を
北
東
に
進
み
中
巨
摩
郡
敷
島
町
、

北
巨
摩
郡
明
野
村
及
び
北
巨
摩
郡
須
玉
町
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
中
巨
摩
郡
敷
島

町
と
北
巨
摩
郡
須
玉
町
の
境
界
線
を
北
東
に
進
み
茅
ケ
岳
三
角
点
（
標
高
千
七
百
三
・
五
メ
ー
ト

ル
）
を
経
て
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
三
百
六
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

二
１
　
休
猟
区
の
名
称

兜
山
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

日
下
部
警
察
署
落
合
警
察
官
駐
在
所
前
交
差
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
国
道
百
四
十
号
を
南

西
に
進
み
東
山
梨
郡
春
日
居
町
徳
条
地
内
で
町
道
2
│
五
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

町
道
を
北
西
、
北
東
及
び
北
西
に
進
み
町
道
三
百
十
五
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町

道
を
北
西
に
進
み
町
道
三
百
十
三
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
進
及
び
西
進

し
広
域
農
道
（
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
南
西
に
進
み
町
道

三
百
六
十
九
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、同
所
か
ら
同
町
道
を
北
西
に
進
み
同
町
道
の
起
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
関
東
林
の
尾
根
を
北
西
に
進
み
鎮
目
日
影
山
頂
上
（
標
高
九
百
六
メ
ー
ト
ル
）
で
甲
府

市
と
東
山
梨
郡
春
日
居
町
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
西
、
東
及
び
北

に
進
み
甲
府
市
と
山
梨
市
と
東
山
梨
郡
春
日
居
町
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
山
梨
市

と
東
山
梨
郡
春
日
居
町
の
境
界
線
を
東
進
し
棚
山
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
の
尾
根
を
東
進
し
山

梨
市
矢
坪
に
至
る
山
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
東
南
に
進
み
市
道
落
合
矢
坪
線

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
及
び
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
百
八
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

三
１
　
休
猟
区
の
名
称

大
烏
山
・
余
沢
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

東
山
梨
郡
牧
丘
町
杣
口
地
内
の
県
営
杣
口
林
道
と
県
営
琴
川
第
三
発
電
所
管
理
用
道
路
と
の
交

点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
道
路
を
北
西
に
進
み
同
道
路
の
終
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
北
西
に

進
み
県
営
川
上
牧
丘
林
道
と
県
営
杣
口
林
道
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
川
上
牧
丘
林
道
を
北
進

し
秩
父
連
峰
鳥
獣
保
護
区
の
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
保
護
区
境
界
線
を
北
進
し

牧
丘
町
と
三
富
村
と
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
東
に
進
み
大
久
保
山

と
大
烏
山
の
間
で
標
高
千
四
百
八
十
七
メ
ー
ト
ル
の
三
角
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
営
栃
な
代
林

道
終
点
に
向
か
っ
て
南
進
し
同
林
道
の
終
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
西
に
進
み
県
営
杣

口
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
営
林
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
三
百
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

四
１
　
休
猟
区
の
名
称

御
坂
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

東
八
代
郡
御
坂
町
地
内
の
国
道
百
三
十
七
号
線
（
旧
道
）
の
御
坂
隧
道
北
入
口
を
起
点
と
し
、

同
国
道
を
北
及
び
北
西
に
進
み
県
道
上
黒
駒
・
石
和
線
と
の
接
点
（
御
坂
町
十
郎
地
内
）
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
県
道
を
北
西
に
進
み
国
道
百
三
十
七
号
線
バ
イ
パ
ス
（
御
坂
み
ち
）
と
の
接
点
に
至

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
三
十
二
号
　
　
平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

五
八
〇



り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
西
に
進
み
下
黒
駒
北
交
差
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
北
東
に
進
み
東
八

代
郡
御
坂
町
と
東
八
代
郡
一
宮
町
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
東
に
進

み
東
八
代
郡
御
坂
町
、
東
八
代
郡
一
宮
町
、
東
山
梨
郡
大
和
村
及
び
大
月
市
の
境
界
線
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
東
八
代
郡
御
坂
町
と
大
月
市
の
境
界
線
を
南
東
に
進
み
東
八
代
郡
御
坂
町
、
大

月
市
及
び
南
都
留
郡
河
口
湖
町
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
東
八
代
郡
御
坂
町
と
南
都

留
郡
河
口
湖
町
の
境
界
線
を
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
四
百
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

五
１
　
休
猟
区
の
名
称

境
川
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

東
八
代
郡
境
川
村
間
門
地
内
の
国
道
三
百
五
十
八
号
線
と
県
営
鶯
宿
中
道
線
の
接
点
を
起
点
と

し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
金
川
曽
根
広
域
農
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を

東
及
び
北
東
に
進
み
東
八
代
郡
境
川
村
と
東
八
代
郡
八
代
町
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
境
界
線
を
南
進
し
東
八
代
郡
境
川
村
、
東
八
代
郡
八
代
町
及
び
東
八
代
郡
芦
川
村
の
境
界
線

の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
東
八
代
郡
境
川
村
と
東
八
代
郡
芦
川
村
の
境
界
線
を
西
進
し
東
八
代

郡
境
川
村
、
東
八
代
郡
芦
川
村
及
び
東
八
代
郡
中
道
町
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
東

八
代
郡
境
川
村
と
東
八
代
郡
中
道
町
の
境
界
線
を
北
及
び
北
西
に
進
み
東
八
代
郡
境
川
村
寺
尾
古

宮
地
内
で
国
道
三
百
五
十
八
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
進
し
起
点
に
至
る
一

団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
四
百
三
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

六
１
　
休
猟
区
の
名
称

富
沢
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

篠
井
山
山
頂
を
起
点
と
し
、同
所
か
ら
登
山
道
を
南
西
に
進
み
奥
山
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ
に
至
り
、

同
所
か
ら
大
洞
沢
を
南
及
び
南
東
に
進
み
福
士
川
と
南
又
川
と
の
合
流
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
南

又
川
を
南
西
に
進
み
徳
間
峠
に
至
る
登
山
道
の
入
口
に
至
り
、
同
所
か
ら
登
山
道
を
南
西
に
進
み

徳
間
峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
静
岡
県
清
水
市
と
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
沢
町
の
境
界
線
を
北
西
に
進

み
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
沢
町
、
静
岡
県
清
水
市
及
び
静
岡
県
静
岡
市
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
静
岡
県
静
岡
市
と
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
沢
町
の
境
界
線
を
北
進
し
静
岡
県
静
岡
市
、
山

梨
県
南
巨
摩
郡
富
沢
町
及
び
南
巨
摩
郡
南
部
町
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
南
巨
摩
郡

富
沢
町
と
南
巨
摩
郡
南
部
町
の
境
界
線
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
千
六
百
五
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

七
１
　
休
猟
区
の
名
称

清
神
円
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

韮
崎
市
清
哲
町
内
徳
島
堰
沿
道
と
県
営
鈴
嵐
林
道
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
県
営
鈴

嵐
林
道
を
西
、
南
、
西
、
北
に
進
み
県
営
御
庵
沢
小
武
川
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

林
道
を
南
進
し
県
道
甘
利
山
公
園
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
西
進
し
市
営
小
字

沢
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
進
し
県
営
小
字
沢
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
林
道
を
北
進
し
県
営
小
武
川
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
進
し

荒
倉
山
登
山
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
登
山
道
を
北
東
に
進
み
韮
崎
市
農
免
農
道
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
南
進
し
徳
島
堰
沿
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
道
路

を
南
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
千
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

八
１
　
休
猟
区
の
名
称

か
さ
な
し
山
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

北
巨
摩
郡
須
玉
町
江
草
地
内
の
県
道
増
富
韮
崎
線
と
町
営
馬
場
林
道
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、

同
所
か
ら
同
林
道
を
西
及
び
西
北
に
進
み
町
営
松
尾
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道

を
東
北
に
進
み
県
営
比
志
海
岸
寺
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
に
進
み
町

営
比
志
海
岸
寺
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
に
進
み
北
巨
摩
郡
須
玉
町
と

北
巨
摩
郡
高
根
町
と
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
に
進
み
ク
リ
ス
タ

ル
ラ
イ
ン
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
道
路
を
東
進
し
県
道
原
浅
尾
韮
崎
線
と
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
県
道
増
富
韮
崎
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道

を
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
三
十
二
号
　
　
平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

五
八
一



平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

九
１
　
休
猟
区
の
名
称

藤
崎
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

大
月
市
猿
橋
地
内
の
国
道
二
十
号
線
と
県
道
朝
日
小
沢
猿
橋
線
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か

ら
同
国
道
を
東
進
し
市
道
猿
橋
鳥
沢
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
小
篠
集

落
内
に
お
い
て
南
都
留
郡
秋
山
村
に
至
る
小
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
小
道
を
南
進
し

小
篠
貯
水
池
を
経
て
穴
路
峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
南
都
留
郡
秋
山
村
と
大
月
市
と
の
境
界
線
を
西

進
し
都
留
市
、
大
月
市
及
び
南
都
留
郡
秋
山
村
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
都
留
市
と

大
月
市
と
の
境
界
線
を
西
進
し
林
道
鈴
懸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
、
北

及
び
西
に
進
み
県
道
朝
日
小
沢
猿
橋
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
起
点
に
至

る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
百
九
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
１
　
休
猟
区
の
名
称

三
頭
山
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

北
都
留
郡
小
菅
村
長
作
地
内
の
大
長
作
沢
と
県
道
上
野
原
丹
波
山
線
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、

同
所
か
ら
同
県
道
を
西
北
に
進
み
同
村
川
久
保
に
て
国
道
百
三
十
九
号
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
小
菅
橋
を
経
て
同
国
道
を
東
進
し
山
梨
県
と
東
京
都
と
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
境
界
線
を
南
東
に
進
み
三
頭
山
（
標
高
千
五
百
二
十
七
・
五
メ
ー
ト
ル
）
付
近
で
北
都
留
郡

小
菅
村
と
北
都
留
郡
上
野
原
町
と
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
に
進

み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
一
１
　
休
猟
区
の
名
称

道
志
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
都
留
郡
道
志
村
役
場
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
国
道
四
百
十
三
号
線
を
西
進
し
県
道
都
留
道

志
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
道
坂
隧
道
東
入
口
に
至
り
、
同
所
か
ら
都

留
市
と
南
都
留
郡
道
志
村
と
の
境
界
線
を
北
及
び
北
東
に
進
み
赤
鞍
ヶ
岳
頂
上
（
標
高
千
二
百
九

十
九
メ
ー
ト
ル
）
で
都
留
市
、
南
都
留
郡
秋
山
村
及
び
南
都
留
郡
道
志
村
の
境
界
線
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
尾
根
を
南
都
留
郡
秋
山
村
と
南
都
留
郡
道
志
村
の
境
界
線
に
沿
っ
て
東
進
し
長
尾

（
標
高
千
百
七
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
約
三
百
メ
ー
ト
ル
東
の
地
点
で
登
山
道
の
分
岐
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
登
山
道
を
南
進
し
同
国
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る

一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
六
百
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
二
１
　
休
猟
区
の
名
称

西
湖
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
都
留
郡
足
和
田
村
西
湖
文
化
洞
隧
道
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
河
口
湖
・
上
九

一
色
線
を
西
進
し
同
村
西
湖
字
青
木
ケ
原
地
内
の
村
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を

北
進
し
鍵
掛
峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
尾
根
伝
い
に
東
進
し
鬼
ヶ
岳
頂
上
（
標
高
千
七
百
三
十
八
メ

ー
ト
ル
）
を
経
て
金
山
頂
上
（
標
高
千
六
百
八
十
六
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
尾
根
伝
い

に
南
東
に
進
み
十
二
ヶ
岳
山
頂
（
標
高
千
六
百
八
十
二
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
尾
根
伝

い
に
東
進
し
毛
無
山
三
角
点
（
標
高
千
五
百
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
毛
無
山
登
山
道
を

南
進
し
て
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

八
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
告
示
第
四
百
四
十
五
号

鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
銃
猟
禁
止
区
域
を
設
定
し
た
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

上
帯
那
銃
猟
禁
止
区
域

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
三
十
二
号
　
　
平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

五
八
二



２
　
銃
猟
禁
止
区
域

甲
府
市
上
帯
那
町
赤
芝
地
内
の
市
道
滝
沢
相
川
線
と
市
道
穴
口
和
田
峠
線
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
所
か
ら
市
道
穴
口
和
田
峠
線
を
東
進
し
市
道
穴
口
中
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市

道
穴
口
中
線
を
北
進
し
市
道
天
神
の
木
脚
気
石
線
と
農
道
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
農
道
を
北

進
し
市
営
帯
那
山
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
東
南
に
進
み
積
翠
寺
国
有
林
と

民
有
地
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
に
進
み
相
川
遊
歩
道
二
号
線

（
ツ
ク
シ
沢
遊
歩
道
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
尾
根
を
南
西
に
進
み
通
称
霧
ガ
窪
三
角
点

（
標
高
八
百
五
十
四
・
五
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
西
に
直
進
し
金
子
峠
に
至
る
尾
根
に

至
り
、
同
所
か
ら
尾
根
を
西
進
し
金
子
峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
仮
宿
の
池
に
通
ず
る
登
山
道
を
西

進
し
市
道
穴
口
和
田
峠
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一

団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

五
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

二
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

富
浜
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

大
月
市
富
浜
町
地
内
の
国
道
二
十
号
線
と
市
道
寺
向
線
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同

市
道
を
北
進
し
市
道
大
久
保
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
林
道
大
久
保
袴

着
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
西
北
に
進
み
通
称
シ
ラ
ン
沢
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
沢
を
北
進
し
林
道
扇
山
支
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
北
に
直
進
し
二
百
メ
ー
ト
ル
の
地

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
支
線
沿
い
に
同
林
道
か
ら
北
に
二
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
線
を
東
進
し
通

称
ヤ
ギ
沢
を
経
て
山
谷
に
至
る
小
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
小
道
を
南
進
し
て
山
谷
に

て
市
道
中
野
支
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
南
に
進
み
県
道
鳥
沢
上
野
原
線
と

の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
進
し
て
国
道
二
十
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
国
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
百
九
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

三
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

黒
平
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

甲
府
市
黒
平
町
判
平
地
内
の
市
営
御
岳
林
道
と
市
営
野
猿
谷
林
道
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同

所
か
ら
市
営
御
岳
林
道
を
北
進
し
市
営
木
賊
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
進

し
寒
沢
川
と
の
交
点
に
至
り
、同
所
か
ら
尾
根
を
西
進
し
通
称
小
岩
を
経
て
通
称
天
狗
岩
に
至
り
、

同
所
か
ら
南
西
に
直
進
し
通
称
京
都
沢
を
越
え
て
燕
岩
山
頂
に
至
り
、
同
所
か
ら
東
南
に
直
進
し

通
称
ま
む
し
の
沢
の
終
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
東
南
に
進
み
寒
沢
川
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
東
に
直
進
し
市
営
野
猿
谷
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
進
し
起
点

に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

六
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

四
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

中
萩
原
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

塩
山
市
中
萩
原
地
内
塩
山
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
西
南
の
市
道
中
萩
原
四
十
三
号

線
上
の
中
の
沢
に
架
か
る
橋
北
詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
に
進
み
同
市
道
と
塩

山
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
敷
地
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
西
、
西
、
北
、

北
東
、
南
東
及
び
東
に
進
み
標
高
八
百
四
十
七
メ
ー
ト
ル
地
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
塩
山
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
四
号
道
路
の
北
側
百
メ
ー
ト
ル
の
線
に
沿
っ
て
東
進
し
ゴ
ル
フ
場
敷
地
境
界
線
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
に
沿
っ
て
南
、
南
東
、
東
及
び
南
西
に
進
み
同
市
道
と
の
接

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
西
に
進
み
百
七
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
佐
野
川
を
渡
り
同
ゴ
ル
フ
場
の
十
七
番
ホ
ー
ル
を
囲
む
敷
地
境
界
線
東
端
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
境
界
線
を
北
西
に
進
み
再
び
佐
野
川
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
渡
り
同
市
道
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

七
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

五
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

梅
沢
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

東
山
梨
郡
春
日
居
町
国
府
字
小
梨
子
沢
、
鎮
目
字
日
向
及
び
関
東
林
の
三
角
点
を
起
点
と
し
、

同
所
か
ら
小
梨
子
沢
と
関
東
林
と
の
境
界
線
の
尾
根
道
（
通
称
犬
戻
り
）
を
西
北
に
進
み
町
道
四

百
二
十
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
に
沿
っ
て
西
北
及
び
北
東
に
進
み
岩
堂
峠
ハ
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イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
第
二
平
等
川
に
沿
っ
て
東
進
し
町
道
四
百
三
号

線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
南
に
進
み
町
道
四
百
四
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
南
西
に
直
進
し
町
道
三
百
九
十
九
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
南
西
に
直
進
し

町
道
四
百
十
七
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
西
、
東
南
、
南
西
及
び
南
に
進

み
町
道
三
百
五
十
五
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、同
所
か
ら
同
町
道
を
南
進
し
通
称
一
本
松
に
至
り
、

同
所
か
ら
南
西
に
直
進
し
町
道
四
百
十
三
号
線
と
町
道
三
百
十
三
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
西
に
直
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

百
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

六
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

平
塩
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

西
八
代
郡
市
川
大
門
町
平
塩
地
内
の
碑
林
公
園
及
び
文
化
と
武
道
の
館
（
愛
称
・
ひ
ら
し
お
源

氏
の
館
）
の
敷
地
境
界
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

四
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

七
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

白
鳥
山
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

南
巨
摩
郡
富
沢
町
万
沢
地
内
の
国
道
五
十
二
号
線
と
県
道
富
士
川
・
身
延
線
と
の
立
体
交
差
点

を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
山
梨
県
と
静
岡
県
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
境
界
線
を
南
進
し
白
鳥
山
山
頂
（
標
高
五
百
六
十
七
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
県
道
宍
原
・

塩
出
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
国
道
五
十
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
国
道
を
北
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
百
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

八
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

戸
沢
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域
　

都
留
市
玉
川
地
内
の
県
道
戸
沢
谷
村
線
鹿
沢
入
口
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し

矢
多
沢
入
口
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
沿
い
に
南
進
し
用
水
取
水
口
に
至
り
、
同
所
か
ら
尾
根
を

西
進
し
唐
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
尾
根
を
北
西
に
進
み
法
能
銃
猟
禁
止
区
域
の
境
界
線

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

百
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

九
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

十
日
市
場
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

都
留
市
加
畑
地
内
の
加
畑
川
に
架
か
る
金
山
橋
東
詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
河
川
の
北
側

岸
沿
い
に
東
進
し
平
栗
用
水
路
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
用
水
路
を
東
進
し
大
久
保
入
口

に
至
り
、
同
所
か
ら
旧
農
道
を
東
南
に
進
み
高
山
頂
上
を
経
て
川
棚
の
デ
サ
イ
沢
と
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
東
南
に
進
み
市
道
古
川
渡
東
桂
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
南
西
に
進
み
約
百
二
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
東
南
に
進
み
中
央
自
動
車

道
上
り
線
沿
い
の
側
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
側
道
を
南
西
に
進
み
柄
杓
流
川
と
の
接

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
河
川
を
北
側
岸
沿
い
に
南
西
に
進
み
天
神
峠
に
至
る
道
と
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
道
を
南
西
に
進
み
ソ
リ
の
沢
の
頂
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
北
東
に
進
み
同

沢
の
詰
ま
り
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
北
東
に
進
み
第
一
え
ん
堤
に
至
り
、
同
所
か
ら
加
畑
川

を
北
側
岸
沿
い
に
東
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
百
九
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

鶴
島
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

北
都
留
郡
上
野
原
町
田
野
入
地
内
の
県
道
四
日
市
場
上
野
原
線
相
斐
橋
北
詰
を
起
点
と
し
、
同

所
か
ら
同
県
道
を
北
西
に
進
み
町
道
田
野
入
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進
し

落
合
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
に
進
み
同
林
道
終
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
沢
を
北
西
に
進
み
同
町
島
田
地
区
と
巌
地
区
の
境
界
尾
根
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
尾

根
を
東
進
し
同
町
杖
突
地
区
に
至
る
山
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
通
称
境
沢
を
北
進
し
町
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道
久
保
杖
突
栃
穴
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
進
し
同
町
道
終
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
上
野
原
町
鶴
島
字
駒
門
に
至
る
山
道
を
東
進
し
町
道
鶴
島
駒
門
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
町
道
を
北
東
に
進
み
町
道
湖
南
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
進
し
山

梨
県
と
神
奈
川
県
の
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
進
し
起
点
に
至
る
一

団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

六
百
七
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
一
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

富
士
ケ
嶺
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

西
八
代
郡
上
九
一
色
村
富
士
ケ
嶺
地
内
の
富
士
中
央
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
北
側
の
西
八
代
郡
上
九
一

色
村
と
南
都
留
郡
鳴
沢
村
と
の
境
界
線
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
進
し
山

梨
県
と
静
岡
県
と
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
進
し
約
三
百
メ
ー
ト
ル

離
れ
た
地
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
北
東
に
進
み
聖
徳
寺
富
士
御
廟
を
経
て
富
士
中
央
ゴ
ル
フ
場
敷

地
の
境
界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
、
南
東
及
び
南
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

百
二
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
二
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

長
坂
小
泉
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

北
巨
摩
郡
長
坂
町
小
泉
地
内
の
県
道
小
荒
間
・
長
坂
停
車
場
線
と
町
道
小
泉
小
・
小
荒
間
第
一

ガ
ー
ド
下
線
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
、
南
及
び
西
に
進
み
町
道
小
泉

小
・
大
井
ヶ
森
公
民
館
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進
し
町
道
小
荒
間
中
一
号

線
と
の
接
点
に
至
り
、同
所
か
ら
同
町
道
を
北
進
し
町
道
大
井
ヶ
森
十
二
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進
し
町
道
大
井
ヶ
森
公
民
館
・
小
荒
間
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
町
道
を
北
進
し
町
道
小
荒
間
西
四
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
南
に
進
み

町
道
小
荒
間
西
五
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
道
路
を
北
進
し
農
道
千
六
百
二
十
号
線

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
北
進
し
町
道
小
荒
間
西
二
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
町
道
を
東
進
し
町
道
小
泉
小
・
小
荒
間
第
一
ガ
ー
ド
下
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
町
道
を
東
南
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

八
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
三
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

笛
吹
川
日
下
部
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

山
梨
市
小
原
西
地
内
の
笛
吹
川
八
幡
橋
東
詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
笛
吹
川
東
側
堤
防
に
沿

っ
て
南
西
に
進
み
亀
甲
橋
東
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
を
渡
り
亀
甲
橋
西
詰
に
至
り
、
同
所
か

ら
北
東
に
進
み
兄
川
、
弟
川
及
び
笛
吹
川
の
合
流
点
を
経
て
笛
吹
川
西
側
堤
防
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
堤
防
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
八
幡
橋
西
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
を
渡
り
起
点
に
至
る
一

団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

七
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
四
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

西
桂
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

富
士
吉
田
市
小
明
見
地
内
の
中
央
自
動
車
道
富
士
吉
田
線
洞
谷
橋
北
詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か

ら
富
士
吉
田
市
と
南
都
留
郡
西
桂
町
の
境
界
線
を
北
進
し
国
道
百
三
十
九
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
東
に
進
み
富
士
吉
田
市
と
南
都
留
郡
西
桂
町
の
境
界
線
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
西
に
進
み
滝
入
川
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
に
沿
っ

て
東
進
し
尾
尻
橋
北
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら
農
道
を
南
進
し
国
道
百
三
十
九
号
線
及
び
中
央
自
動

車
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
中
央
自
動
車
道
の
北
側
側
道
を
北
東
に
進
み
都
留
市
と
南
都

留
郡
西
桂
町
と
の
境
界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
東
に
進
み
桂
川
北
岸
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
川
沿
い
に
南
西
に
進
み
中
央
自
動
車
道
桂
高
架
橋
北
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら

県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
を
北
側
に
沿
っ
て
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

百
八
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
告
示
第
四
百
四
十
六
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
三
十
二
号
　
　
平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

五
八
五



土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
収
用
事
業
の
認
定
を
し
た
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
起
業
者
の
名
称

長
坂
町

二
　
事
業
の
種
類

（
仮
称
）
三
分
一
湧
水
公
園
整
備
事
業

三
　
起
業
地

収
用
の
部
分
　
北
巨
摩
郡
長
坂
町
大
字
小
荒
間
字
林
道
下
地
内

使
用
の
部
分
　
な
し

四
　
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１
　
法
第
二
十
条
第
一
号
要
件
　
　
　

（
仮
称
）
三
分
一
湧
水
公
園
整
備
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。）
は
、
長
坂
町
が
行
う

野
草
公
園
を
整
備
す
る
事
業
で
あ
り
、
法
第
三
条
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
地
方
公
共
団
体
が
設
置

す
る
公
園
に
関
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
法
第
二
十
条
第
一
号
に
該
当
す
る
。

２
　
法
第
二
十
条
第
二
号
要
件

起
業
者
は
、
平
成
十
四
年
度
及
び
平
成
十
五
年
度
に
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

本
事
業
を
遂
行
す
る
十
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
法
第
二

十
条
第
二
号
に
該
当
す
る
。

３
　
法
第
二
十
条
第
三
号
要
件

a

本
事
業
は
、
八
ヶ
岳
固
有
の
植
物
や
樹
木
を
植
栽
し
、
遊
歩
道
や
休
憩
施
設
を
備
え
た
野
草

公
園
を
整
備
す
る
事
業
で
あ
り
、
公
園
の
利
用
者
に
対
し
て
、
自
然
観
察
、
休
息
、
体
験
等
の

場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
環
境
教
育
等
の
場
と
し
て
の
活
用
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
事

業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
大
き
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

s

起
業
地
の
現
況
は
原
野
で
あ
る
こ
と
、
周
辺
の
環
境
に
与
え
る
影
響
は
少
な
い
と
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
公
共
の
利
益
は
軽
微
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
。

d

起
業
地
は
、
自
然
環
境
の
保
全
、
利
便
性
、
経
済
性
等
の
要
件
を
考
慮
し
選
定
し
た
三
案
に

つ
い
て
比
較
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
最
も
適
当
な
も
の
と
し
て
決
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

f

本
事
業
計
画
は
、
近
隣
住
民
、
観
光
客
等
の
予
想
利
用
者
数
か
ら
積
算
し
た
施
設
規
模
等
と

し
て
お
り
、
必
要
最
小
限
の
範
囲
を
起
業
地
と
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

g

a
か
ら
f
ま
で
の
理
由
に
よ
り
、
本
事
業
は
、「
土
地
の
適
正
且
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与

す
る
も
の
」
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
法
第
二
十
条
第
三
号
に
該
当
す
る
。

４
　
法
第
二
十
条
第
四
号
要
件

本
事
業
は
、
歴
史
、
文
化
、
自
然
の
資
源
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
を
行
う
長
坂
町
の
重
点
施

策
と
し
て
長
坂
町
長
期
総
合
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
事
業
で
あ
り
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上

の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
法
第
二
十
条
第
四
号
に
該
当
す
る
。

５
　
結
論

１
か
ら
４
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
事
業
は
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と
判
断

さ
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

長
坂
町
役
場
三
分
一
湧
水
公
園
等
整
備
推
進
室

山
梨
県
告
示
第
四
百
四
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
施
行
者
の
名
称

春
日
居
町

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

峡
東
都
市
計
画
下
水
道
事
業
春
日
居
町
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
四
年
七
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

平
成
七
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
九
十
一
号
の
事
業
地
に
東
山
梨
郡
春
日
居
町
大
字
別
田
字
花
桜

町
、
字
立
石
町
、
字
一
本
榎
及
び
字
前
田
町
、
大
字
加
茂
字
竹
之
内
、
大
字
下
岩
下
字
柳
田
、
字

柿
ノ
木
、
字
中
川
田
、
字
安
場
及
び
字
横
町
、
大
字
熊
野
堂
字
市
道
及
び
字
藤
木
沢
、
大
字
徳
条

字
前
田
町
、
大
字
鎮
目
字
小
御
堂
、
字
寺
ノ
前
及
び
字
宮
ノ
前
の
各
一
部
を
加
え
る
。

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山
梨
県
告
示
第
四
百
四
十
八
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
三
十
二
号
　
　
平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

五
八
六



過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
市
町
村
に
代
わ
っ
て
県
が
設
置
を
行
っ
た
公
共
下
水
道
の
名
称
、
工
事
の
区
域
又
は
区
間
、
工
事

の
内
容
及
び
工
事
の
完
了
の
日
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
公
共
下
水
道
の
名
称

明
野
村
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

二
　
工
事
の
区
域
又
は
区
間

明
野
村
上
手
地
区
の
一
部
及
び
小
笠
原
地
区

三
　
工
事
の
内
容

公
共
下
水
道
の
幹
線
管
渠
の
設
置
（
中
央
幹
線
及
び
南
部
幹
線
）

四
　
工
事
の
完
了
の
日

平
成
十
四
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
告
示
第
四
百
四
十
九
号

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
市
町
村
に
代
わ
っ
て
県
が
設
置
を
行
っ
た
公
共
下
水
道
の
名
称
、
工
事
の
区
域
又
は
区
間
、
工
事

の
内
容
及
び
工
事
の
完
了
の
日
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
公
共
下
水
道
の
名
称

須
玉
町
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

二
　
工
事
の
区
域
又
は
区
間

須
玉
町
若
神
子
地
区

三
　
工
事
の
内
容

公
共
下
水
道
の
幹
線
管
渠
の
設
置
（
須
玉
汚
水
２
号
幹
線
）

四
　
工
事
の
完
了
の
日

平
成
十
四
年
十
月
三
十
日

公
　
　
　
告

�

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項
の
変
更
の
届
出

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、同
法
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
公
告
す
る
。
そ
の
届
出
を
山
梨
県
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
こ
の
公
告
の
日
か
ら

平
成
十
五
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

１
　
氏
名
又
は
名
称
　
株
式
会
社
三
建
ハ
ウ
ス
　
代
表
取
締
役
　
小
沢
正
彦

２
　
住
所
　
甲
府
市
太
田
町
九
番
二
号

二
　
届
出
の
概
要

１
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

（一）

名
称
　
お
か
じ
ま
都
留
食
品
館

（二）

所
在
地
　
都
留
市
田
原
二
丁
目
八
百
三
十
三
番

２
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

変
　
　
更
　
　
事
　
　
項

変
　
　
　
更
　
　
　
前

変
　
　
　
更
　
　
　
後

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売

午
前
十
時

午
前
九
時

業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売

午
後
八
時

午
後
九
時
四
十
五
分

業
を
行
う
者
の
閉
店
時
刻

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

が
で
き
る
時
間
帯

八
時
ま
で

十
時
ま
で

３
　
変
更
の
年
月
日

平
成
十
四
年
十
月
一
日

三
　
届
出
年
月
日

平
成
十
四
年
九
月
二
十
四
日

�

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

東
八
代
郡
御
坂
町
大
字
金
川
原
字
大
久
保
一
一
一
〇
の
四
、
一
一
一
五
の
二
、
一
一
一
五
の
三
、

一
一
一
五
の
五
、
一
一
一
五
の
六
、
一
一
一
五
の
九
、
一
一
一
五
の
一
〇
、
一
一
一
五
の
二
三
、
一

一
一
五
の
四
八
、
一
一
一
五
の
五
〇
、
一
一
一
五
の
五
一
及
び
一
一
一
五
の
五
二
並
び
に
一
宮
町
大

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
三
十
二
号
　
　
平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

五
八
七



字
国
分
字
帰
ル
股
一
一
五
八
の
七
、
一
一
五
八
の
八
、
一
一
五
八
の
九
、
一
一
五
八
の
一
〇
、
一
一

五
八
の
二
七
、
一
一
五
八
の
二
八
、
一
一
五
八
の
二
九
、
一
一
五
八
の
三
〇
、
一
一
五
八
の
三
一
、

一
一
五
八
の
三
二
及
び
一
五
九
七

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

東
八
代
郡
御
坂
町
竹
居
七
百
九
十
一
番
地
　
株
式
会
社
立
沢
化
成
　
代
表
取
締
役
　
立
澤
正
彦

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
六
番
五
号
第
三
新
富
ビ
ル
五
階
　
株
式
会
社
ア
ス
カ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役
　
田
中
札
右

公
安
委
員
会

�

遊
技
機
の
型
式
の
検
定

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）

第
二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
申
請
の
あ
っ
た
遊
技
機
に
つ
い
て
検
定
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
遊

技
機
を
遊
技
機
の
認
定
及
び
型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第

四
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
す
る
と
認
め
た
の
で
、
同
規
則
第
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
検
定
の
有
効
期
間
は
、
平
成
十
七
年
十
月
三
十
日
ま
で
と
す
る
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
古
　
　
屋
　
　
忠
　
　
彦

型
　
　
式
　
　
の
　
　
概
　
　
要

申
請
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

遊
技
機
の
種
類

型
式
名

製
造
又

検
定
番
号

及
び
区
分

は
輸
入

業
者
名

株
式
会
社
平
和
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
・
ル

株
式
会
社

二
〇
〇
六
一
四

中
島
潤

機

パ
ン
　
ザ

平
和

群
馬
県
桐
生
市
広
沢
町
二
丁
目
三

規
則
第
六
条
第

サ
ー
ド

〇
一
四
番
地
の
八

一
号
イ
（
別
表

Ｚ

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
平
和
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
・
ル

株
式
会
社

二
〇
〇
六
〇
九

中
島
潤

機

パ
ン
　
ザ

平
和

群
馬
県
桐
生
市
広
沢
町
二
丁
目
三

規
則
第
六
条
第

サ
ー
ド

〇
一
四
番
地
の
八

一
号
イ
（
別
表

Ｘ
１

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
平
和
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
・
ル

株
式
会
社

二
〇
〇
五
九
三

中
島
潤

機

パ
ン
　
ザ

平
和

群
馬
県
桐
生
市
広
沢
町
二
丁
目
三

規
則
第
六
条
第

サ
ー
ド

〇
一
四
番
地
の
八

一
号
イ
（
別
表

Ｗ

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
ロ
デ
オ
　
代
表
取
締
役

回
胴
式
遊
技
機

ス
ノ
ー
キ

株
式
会
社

二
四
〇
五
〇
一

谷
澤
鑛
次

規
則
第
六
条
第

ン
グ

ロ
デ
オ

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
二
丁
目
二

二
号
（
別
表
第

三
番
二
号

五
）

株
式
会
社
ロ
デ
オ
　
代
表
取
締
役

回
胴
式
遊
技
機

サ
ラ
リ
ー

株
式
会
社

二
四
〇
五
二
九

谷
澤
鑛
次

規
則
第
六
条
第

マ
ン
キ
ン

ロ
デ
オ

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
二
丁
目
二

二
号
（
別
表
第

タ
ロ
ウ
Ｓ

三
番
二
号

五
）

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
ギ
ン
　
代
表
取

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
イ
ン

株
式
会
社

二
〇
〇
六
五
〇

締
役
　
新
井
悠
司

機

デ
ィ
ア
ン

ニ
ュ
ー
ギ

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
烏
森
町

規
則
第
六
条
第

嘘
つ
か
な

ン

三
丁
目
五
六
番
地

一
号
イ
（
別
表

い
Ｌ
Ａ
２

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
ギ
ン
　
代
表
取

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
イ
ン

株
式
会
社

二
〇
〇
五
五
四

締
役
　
新
井
悠
司

機

デ
ィ
ア
ン

ニ
ュ
ー
ギ

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
烏
森
町

規
則
第
六
条
第

嘘
つ
か
な

ン

三
丁
目
五
六
番
地

一
号
イ
（
別
表

い
Ｌ
Ａ

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

サ
ミ
ー
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
玉
緒

サ
ミ
ー
株

二
〇
〇
五
七
六

里
見
治

機

で
ド
ッ
カ

式
会
社

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
二
丁
目
二

規
則
第
六
条
第

ン
！
！
Ｗ

三
番
二
号

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

サ
ミ
ー
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
玉
緒

サ
ミ
ー
株

二
〇
〇
五
七
七

里
見
治

機

で
ド
ッ
カ

式
会
社

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
二
丁
目
二

規
則
第
六
条
第

ン
！
！
Ｙ

三
番
二
号

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
三
十
二
号
　
　
平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

五
八
八



サ
ミ
ー
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
爆
モ

サ
ミ
ー
株

二
〇
〇
五
四
一

里
見
治

機

ギ
く
だ
も

式
会
社

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
二
丁
目
二

規
則
第
六
条
第

の
王
Ｗ

三
番
二
号

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

サ
ミ
ー
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
爆
モ

サ
ミ
ー
株

二
〇
〇
五
五
二

里
見
治

機

ギ
く
だ
も

式
会
社

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
二
丁
目
二

規
則
第
六
条
第

の
王
Ｙ

三
番
二
号

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

サ
ミ
ー
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
爆
モ

サ
ミ
ー
株

二
〇
〇
六
三
五

里
見
治

機

ギ
く
だ
も

式
会
社

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
二
丁
目
二

規
則
第
六
条
第

の
王
Ｚ

三
番
二
号

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

高
砂
電
器
産
業
株
式
会
社
　
代
表

回
胴
式
遊
技
機

ハ
オ
ウ
レ

高
砂
電
器

二
四
〇
五
七
三

取
締
役
　
石
井
治
夫

規
則
第
六
条
第

ツ
デ
ン
│

産
業
株
式

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
南
船
場
二

二
号
（
別
表
第

３
０

会
社

丁
目
九
番
一
四
号

五
）

そ
　
の
　
他

�

落
札
者
等
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十

五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も
の

で
あ
る
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
立
中
央
病
院
管
理
局
長
　
　
山
　
　
田
　
　
　
　
　
勲

一
　
随
意
契
約
に
係
る
役
務
の
名
称
及
び
数
量

山
梨
県
立
中
央
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
保
守
業
務
　
一
式

二
　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

山
梨
県
立
中
央
病
院
管
理
局
総
務
課
　
山
梨
県
甲
府
市
富
士
見
一
丁
目
一
番
一
号

三
　
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
十
四
年
十
月
一
日

四
　
随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
東
芝
医
用
シ
ス
テ
ム
社
　
東
京
都
文
京
区
本
郷
三
丁
目
三
十
九
番
一
号

五
　
随
意
契
約
に
係
る
契
約
金
額

五
千
三
百
五
十
五
万
円

六
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七
　
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
と
し
た
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令

第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当

正
　
　
　
誤

ペ
ー
ジ

段

行

誤

正

○
　
平
成
十
四
年
四
月
一
日
山
梨
県
告
示
第
百
四
十
三
号
（
県
代
行
公
共
下
水
道
設
置
工
事
の
完
了
）

一
八
〇
　
下
　
十
一
　
　
　
　
　

公
共
下
水
道
の
幹
線
管
渠
及

公
共
下
水
道
の
幹
線
管
渠
（

び
終
末
処
理
場
の
設
置
（
須
須
玉
汚
水
２
号
幹
線
を
除
く

玉
汚
水
２
号
幹
線
を
除
く
。
。）
及
び
終
末
処
理
場
の
設

）

置

○
　
平
成
十
四
年
四
月
一
日
山
梨
県
告
示
第
百
四
十
四
号
（
県
代
行
公
共
下
水
道
設
置
工
事
の
完
了
）

一
八
〇
　
下
　
終
わ
り
か
ら
八
　

公
共
下
水
道
の
幹
線
管
渠
及
公
共
下
水
道
の
幹
線
管
渠
（

び
終
末
処
理
場
の
設
置
（
中
中
央
幹
線
及
び
南
部
幹
線
を

央
幹
線
及
び
南
部
幹
線
を
除
除
く
。）
及
び
終
末
処
理
場

く
。）

の
設
置

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
三
十
二
号
　
　
平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

五
八
九



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
三
十
二
号
　
　
平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

五
九
〇


